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件法て。

予さ要い林 方

白水主図
、の

は次

定れ

係す

郡のに示

老源伐に

町養立分

老んる部

白か

木に

国の限

よ第 の ）） 次 。号 、
お 林

に 安
３ 保

の に
条 う

省

業
用 施

準 定
て 指

い の

河そ
、

し

在れ由略

所さ

郡の管図

津害川の

標風

設北

標備施を

中防理面
地道

町用海

津

規 る」て次 限の

国と水

に 、覧よ定 度。は縦の

す保る 略供によ 省にう
が そ。林知 、る安通 し

た 係定っ 関指あ の）の

類解。 書を

月採で林

九を定は

日

と

こ標の

るる次

すめ、

が伐お

と準

火

き齢と

で期り

曜

立上る

る以す

日

採。

有伐る

はも
木の。

図す

の止

次禁

。を）

林
る
限
に
分
部
す
示。

にる

北 第 変
法 を

同 件
る 要

す
更海

定

事 規 予

知 の る

道 条 す
通 旨

る る
よ あ

堀 に で
定

部

。た務

林る林

有す産

に課

海図山

北の治

次め
標

部中

事すび

知示及

道

を除

る役

限町

に津

堀分

振で

胆定

道予

海る

北す

部森

済、

経旨

庁る

支あ

す
当と

、の

課
務法

林林

る
す
在
所
の

木。
立る

該

）
。

に
村
町
市

ア

安安目更立町

保保た変

伐森

木 林林的後主主村

し指はと林

の のとの伐

っ

也 あ 林
が 森

達 知 、

所
３

法

林指

イ

町立次務定

木 村間の部施

の山要

の 森伐と次治業

也備

）に

達。場
林にお

２

え

ア

安安目更立

指保保た変

伐

木 施林林的後主主

定

し指はと

の 業のとの伐

要所

び和

及昭

伊

林

イ
達年

町立次務

主村間木の部

おの山

伐森伐のと次治

町
市
る
係

と林に伐伐 森町他

の老の

次白そ

択て備 採 在て定、し整

所定業伐伐計 の

場指施
法よをで

さ要に採画 方

こる

。るめ

るす定

れ件

保で伐

のが準

衆と標

公

り図課件 伐

る齢

健き期

の

備ると」及変 採 整係

び白予 限

計森す及び更

では度。老定

画林る

場白

め次の役

定、次町
備郡

標とおに老

るのと
置老

伐り」え白

準おり

し 伐

齢す、い町

期とは

指施択て 採 件在て定、
方

更所定業伐伐 の

変場
れ件法よを

予さ要に採

砂と

白土こ
。る
るす

定
老出き

白流で

郡のが

老

し整係採り図課

町のる

す及び

て備るのと」及

画林度るび白

伐計森限

をでは並。老

採

次にの役

す定、び次町
おに

こるの植と場

るめ
が準おのり備

と標と栽
と法は置

で伐り方」え

林の
る齢す・、い

き期

つ

い林に

つ有林

に国森
図は

、のて

は次い

て。
、す伐

は示主

伐に、

主

木上
立以

伐分係

択部に

立す
該と

当の
、も

はの

て

市
る

す
在

所
の。
木る

以る省

林

のし覧有

上。略縦国

のす次

のそ供。

も、に

に

る面。図

す図るの

と

分

係部

関す

び示

。及）

防立

類に

書

該

。当

林、

有は

国備木
在

示所

にの

図木

の立

次

期省て

に市

分る

部す

す

覧

木上。間略縦

立以る

供

、もび、に

はの及し
る

該と種のす

当の樹そ

。及）

木る面。

立す図
類

る書

す係

在関

所び

の

るる採

よ限伐

ににる
市

い
な

め
定

）を

。。種

四。

四

北る

を限

市
る
係

に
村

町

る村

限町

産
水

道）

海。

村北

町を

市
る

）係

。に

市産

る水

係道

に海



ア

た変

平 目更立

成 木 的後次苫次苫

十 の のの小の小

三 伐 指森牧森牧

年

採 定林市林市

十 施にに

北 海

５

次務定安安

林指保保

イ
立
木の部施林林

要所し

のと次治業のと

り図課件在て

伐おの山

のと」及変場指

採

道 公 報

伐

次苫次苫そ主村間
町

と林に

の小の小の伐森

市のし整係

森牧森牧他

にに森て備る

林市林

第

４

目更立

林指保保た変
ア

部施林林的後

務定安安
所し指
の 治業のとの

木
施採 課件在て定伐 山要

及変場指

号

イ
立次
木 間の

り図 伐 におの

の 伐と次

ると」 採 係

の月 業つ国つ国

九 要い有い有 方

日

は。は。

件法て林て林
伐図

主の主の

、次、次

伐図

火

係示、示

ににはに

曜

立部伐部

るす択す

日

所定

のによに

木分に分

るび苫予さ

限す及び更

並。小定れ

度

と役苫水

にの市

び次牧
りに牧の

栽お所小源

植
法はえん

方」備市か

の

林

期省い有

・、置国養

間略て

画林

つ国つ国林伐計森

つをでは

い有い有に採

は。いす定、

て林て林

、次、次てるめ次

は。

標と

主の主のはこるの

主が準お

伐図伐図、と

、示伐で伐り

ににはに

るす択すにき期と

係示

以る

立部伐部係る齢す

伐木上。

木分に分る立

び更所定業の
のによに

老定れ件法

白予さ要方

牧の

に小源

場苫水

役
町

置ん

え市か

備

す及 の

縦林

て有

い国養

は度。

林るび 限
森

おり

とお

のと

次の

、次

。略

る省

す、

とは

り」

。。

採る。る

伐限る限 縦。

。
る
す

止
禁））

を 樹そにの

び、覧次

及し
面る示

図すに

種の供図

係に

関分

び）部

及。す

はの

北）

を。

類る

書限

。る種、も

伐限る限採
該と

を。。を当の

採る

木る

止め立す

禁））定
在

。。所

るいの。

すな

の

に次

覧。

村
町
市
る
す

部

）す

。示

るに

す図

供
の

そ
、

し

）
。
る
限
に
分

北
を
類
書
係
関
び
及
面

図

協１

適成調パ

おの平入

な定

達ー

札 、
こ用

すナ 付

のを年をソ に

入受

産
水
道
海

札け月るル

北

次 海

の 道

と

イ

告 林

お 示 立次務

り 第 木 間の部

一 の 伐と次治

般

市
る
係
に

におの山

ア

苫そ主村

目更立町

た変
のの小の伐森

木 的後次

６

指森牧他と林

の

次務定安安

林指保保

イ
立
木の部施林林

要所し

のと次治業のと

産
水
道
海

伐おの山 に

の伐森伐

そ主村間
町

る にる９物コ

す 他と林

ュ

る等ピ 事

係。日品ン
等

は称タ

達名ー

調項の
びの

、及
数賃

の

月そ

４借

年量貸

伐競 号

ると」及争 採 係り図課
び苫札 限
森す及び入 の

は度。小

林る
と役

次の市下

、次牧以

の

備」

おりに札

とお所入

す、置い

とはえと

り」

て備 採 定林市のし整 伐
施に森

採画 方
業つ国林伐計 の
法て林つをで

要い有に
次てるめ

は。いす定

件

図、と標

主のはこる

、
示伐で伐

にに主が準

伐
部、る齢

るすはき期

係

場指

採り図課件在て

立

及び更所定

のと」及変
定れ

度るび苫予さ

限す
並。小

と役苫公

にの市

び次牧
りに牧の

栽お所小衆

植
法はえ健

方」備市保

の

備る

のし整係
・、置国

に採画林

林伐計森

森て
め次

いす定、

つをでは

、と標と

はこるの

てる
期と

伐で伐り

主が準お

マ
日３

係る齢す

にき

北り

ュた

シ当

ケ月

ラ１

成道単

作海の

で

四 さ知価

五

省いう
府
政堀

た
れ事）

覧を

し縦）

。略て。

る

図すす

の供施

そに実

、
係
関
び）

及。。

面るる

伐木上

木分択立以

類
書

よ、も

伐限にはの

のに
。該と

を。る当の

採る

の。

す木る

止立す

禁）

省い有

市
る
す

在

。所

る

次

及し縦。

間略て林

期

の供図

樹そにの

び、覧
及。す

面る示

図すに

種

る

書限

係に

関分

び）部

の

伐木上。

る立以る

類

該と

を当の

種、も

採は
いの。

な木る

め立す

定

に達

達
調

市
る

す
在

。所

産
水

道
海

北
を

る
す也

関

北）

を。

市
る
係

に
村

町

市
る
係

に
村

町

産
水
道

海



５
行

道執
海札入入開

北入
中所

市場
幌の札札札 札

央及場日場

北 海

４

申査
約 審審

のアイウ契

請請項 を請を
条 査申申

示 のの 請類っを 申書行

し提とす

をのた

道 公 報

３

者 こ証条

は

し付ア 条 当と当明件こ

証調た一か の の 該を該

札 達明達者般ら ５ 入 調

ま ２ は 物し物で競ウ の

る入で の 、 品た品あ争

に者に

第

２

成が

契納札の平道

入次

行

にい
参ず
すに北指

加れ年う 約入
者該道競 期場るも海名

号

調

平達

成ノプを
十ーリす
三トンる
年パタ物
十

北日所時所

区び

ソー品

条
３時
西北築北平
送同

整 ６海海成郵に

備 丁道道

よ。

室 目札建年にじ

入 幌設

場

札 北市部月る

室 海中総

道央務日合

出き場 時方

郵 建区課は

審

れ、

け期法先は所

な

海結

な平申け郵北査

ば

書ば番道果

ら成請れ便

な

ら設申

い年類な号建を

の 。

部請 月提な

務に

９出い－総者

日先。

課通 かの

定 方 関で関こ札に 規 地
加め に 自 しあしと参定

こ要資る よ 治 、る、。

条 施 速と求格と る 法 迅

様審ろ 件 行 な。仕のこ
一

フ書査に 付 令 ア

競 和 ー記り 般 昭 タによ

サ載、

ーの２ 争

に当告争

政 ビハの 入 年

要る第札

間所必す示入
に なこ
にす

平のす別資と号関

こ指規る

成範る途格。

囲
がすす名

年内と示定指

で
り場物停

月、有るるを
のさ

日成得所品止

１平
る か

月コ等

九ンの

日

台台
８４等

様
仕

火

札
入

曜

明
説

日

前平 送 設北）午、

及
書

成 に 部３

総条よ 務西時

場 課６年 る
丁
は
目月 合

番
道で 便
海ま 郵
北日 、

ら指知

階着

９必 号
庁に

示北す

り札

７よ道。

月に海る

央

し中

で成市

ま作幌

日

西

類条

書３

請北

申区

た

札

を

び あ 第 ・ド及 で 令 スー

メウ

る ンエ

ナ要掲 で 。

テアに の 号

ス等る 入 下

ン件げ 、 以

体を資 札

がたを 参 令

制満格 に 政

備てす し と

整し有 加 」

ら年。賃れ
さいる よ い

貸て 平

のな

成月借い
をと

３を格こ

年日資い

度有。

月限

と

で該こ

ま当る

日にす

求
要

び
だ期
た約。

。契

。
る
よ
に
書

様
仕

建）

設－
部
建

． イ
契日ここ詳

所約本のの細

の語入入は

手及札札、

目

出丁

提６

続び及の入

な
し

者員る契

イア

税

落でのこ約名
関 の 業札あ一とに 分 事
者者る部。

とかにす

こど と 。

れるか うう

で

を第るか

いとう す ）

て
る

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額 の時決 る額加金

の

算長
予延
、を
し間

入等

１に

７８９

交交のる

入落北項限契

者書 道 説規。

札約 海 札

にし の作 付付財 明定）

６

のよた

務 書 保金 札証
札保

開札
入入

は

に日び執札 在
お本契行説

い国約は明

地て通は、書

使貨、公に

用調開よ

北す達する

海る手る。

道言続。

札語の

幌及停

市び止

中通等

っ申税事

あになを免る
を称

か当たし事務

る相
るはる者担

免す者出業
いす北

事金、こが当

税
を札。るる海

業額落と

織建

で入決たと組道

者

後しはの設

あ札定だき

総

かに速、、名部

る書

し）

に定

を記や落共称

い当 及係たを

おに 札に
こ消額っ

てた びる金も

２て の費て

、っ 他

告及該札

には 公税当落
額格

定入 にび金価

規、

る書 め方にと

す札 定地
入費円る

資に る消１す

成 規

を載 札税未の

格記

を 定の 場方則 交り者

決

付定

法た札否

昭 にめ落 方要

す予者

和 関所法

価す

年 る定と
。

海 項海の格る

北 事北
で限
規 札所制

道 道場の

中付範
第 市交の

則 幌

。
る

時金す
除
免 証 日、

央貨が

。
じ
同

に

区有

北り

３得

条る

か札同及務
目

丁
６
西。

所

わすに者企び課

問載
こ費共体在

ずる消が業

等企費

見と税同消地

、
っ課体等

もの業税

積。

合事

１事場税

た税の免

たであ者

当者で業

月業

有さ に満で
りあっ申

す下端入

しれ 関以の、

い金 る数札

なた

件費あ参

者額 条消がに
とす し当 に税る加

のに

入金 反」きる た該 違等
たい、は 札額 しとは者

入うそ、 、の

財札。の消

は）端費 分 務

。で
。 区る内
号 央す囲

条低
下 ３最

以 北

を 規 丁格 務 ６価 財 西の
い 海て と 北っ 」も 則 目
建札 う 道入

四
六

そを

契か、書

のるて出

額事構出

金税の提

約免

、の数税 の 規

の業成す

額に に 第無取金等 ５ 則
効扱
相 といを係

各るすり課

す切る 条当

） 設。

。

総効 第 部有

務な
第札

課入 条



、のか平

道しそ日

更の

法同関ら成

路

平 条係２

成 昭第図週年

十 和２面間

三 項は、月

年 年の、一９

十 規北般日

北 海

北 ３

道
海

道区磯１湯

告 谷 路地里

示 郡 の先

第 番 蘭 区か
越 域ら１

町磯地号

郡先

字谷

道 公 報

道路

道しそ日

更の１２

。関ら成路

路たのか平

の線

法

係２

類名

昭図週年種

和面間
は、月

北般日道岩

年、一９

第

海
北
道 ．．

告
示 ．．

第
号

号

．

１２

．
．．

法

月 律定海の

九 第に道縦

日 よ建覧

り設に
る 第

路道す ）道部供 号
の路

火 供整。

第
用備 条

曜

項
開及 １

を課

日

で 里蘭
ま 湯

す北 の
始び

越
町

別
更の前後

変後
間番字

敷
前

地

第道縦洞

律海の道内

法

建覧爺

設に線

路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

内 よ

稚 に
。道 定

る海 規
路

現道 道

木海 、

土北 り

備堀 域

に 区

所事 の

業知

い の

置 次

え を

の
員らでらで

かまかま 幅
延

よ

小 に

道 定

海 規

国重
長

現道 道

木海 、

土北 り

樽

堀 域

に 区

所事 の

業知 路

い の

置 次

え を

備

変示
告也 り

、 お

て達 と

の間
と区
等複
道

告也 り

、 お

て達 と

位区

の１２３

変示

ゅ氏住代

立平しし埋

埋

ん
ゅ て成

ん に

認 功立 関年功名表

認 す
る月可又者

北

公 海

有 道

水

枝地標

告 幸先

面 示 郡か

埋 第

立

枝ら番

幸枝１

法

路

道路道区

１２３

幸地

類名域

種区

の線の

路

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地
地地地地

のののののの
かか

点点点点点点

地地
らららららら

かかかか

置域点点

地地

のの
地 古２次地３
と地

分 級 宇、の点点の

郡基

点 の

点 恵地のか 番秒 準 神
２ 内点地ら

の区 はの 工９を 可

） 及

た 月

名氏 のけ 年

事日受

功
ん

ゅ日者称所名域

し
認成恵宇恵

を平神古神

内郡内 可

内

た９恵長

し年村神村

町

。月

号 上郡先

標幸で正 音枝ま大

町
上年

第
律

番音法

後

第

別）

の前後号

変

線
標間

音
標
道音
道上

向向

方方方方方方

前
更

角角角角角角

向向向向

度度度度度度

分分分分分分

秒秒秒秒秒秒四 のののののの七

向向向向

方方方方方方

向向

らと向 か び６ 村か点方

大

を角 ら 字

３方 珊番の結

向 内地地ん

村先点だ角 北度

８ 緯

分 字のま線

川公でに度
度 白有をよ秒 水順っ分

の 分 番面次て方 に囲秒向 、結まの 秒
方 んれ

村高
村

内
恵一
神庸
字

日大山

北
海

条

堀

４

事の

知地

道番

第
１
項

らでらで規

かまかまの
り

よ
に
定

、
次
の 長

延
員

幅
の

地
敷

と

地地地地の の のののの
点 点 点点点点地 地

向 だた、 番

東 線区 １

経 及域の 、び地
点

公

重り
お

也
達

番の度の

と
等

道
国

間面
水 区有 複
の



２

縦田都都種

虻

別

覧覧市計計

縦都市市
定

供場画のを

に計画画

る所路類め名 す道種

北 海

１

北成別都都種幹

）平当
都市市線 海

画画別路

道年市計計街

計 建
部９道種定

設月画のを

都日路類め名３

道 公 報

規提 北

都定な

５

海

にお
出

道

よ、
す 市 公３

告

り関
る 計 有項

示

、係
こ 画 水の

第

都市
と 法 面市

が 埋町

市町で 昭 立村

計村 号

第画のき 和 法名

第

４
及

日
月

年
許 面

免

号

平
成
十
三
年
十

北る道地

市係土

都にる

の道項区

画海事路の

計
案都称 の部

更設
変建域

・
り課

お画
と計起

の市

道地・ 計係土４ 市にる

項区号 課事路の３ 画る

当
称通 。央 る中 す域

と

町
別

起

る の住 年
律 第更及そ 法 条変民。

案利提 第のびの

神を害出

内の係は ）

恵次関先 号

村と人、 第
おは札

覧 ２市 告縦 第

幌 り、 条

地番

のののののび

中 示

点点点点積号

地地地地

平砂

点

成防 ののののの

第 地地地地地

年 点点点点点

７－

ららら月１

かかかかか

らら

日指

方方方方方う３号

向向向向向ち

月ののの

九地地地

日点点点

ののの

火

点点点

地地地

曜

ららら

かかか

日

点

び
）及

向向向

方方方

点 市
都
部
設
建終 町

別
当

当 北

点町
緑

な

課主

画
計 点葉

若 事
知町

道別

海終

に央 の期 項

な別
主当

堀

ら満 い北 かの お区 日間

用西 週の 準条 ２了 て３

一で る丁 、ま す６ 間日
の、 法
般に 同目

便

縦知 第郵

覧事

角角角角道令

にに 条番

路

角

管
理 度度度度 度

者
へ 分分分分 分

帰

ののの の属 秒秒秒秒 秒
の 方方方方方 向向向向向

）

角角角

１
度度度

分分分
向

方方方

ののの

秒秒秒

向向

地
過

経

ののの

北

昭 海 を側至

道 地和 北り

選 進、 番

挙 界年 し同

管 に北 、道

理 至海 字路

委

地生

也過弥
経町 達

中を

道番至 １線西地
２番路の 番り 及

、 び番線界を西

を南側 、同 西

し番

西道 １の番南進地

進２路 線西

供意 第号
中側のし、界

す見 １
る書 項
の。を－

中道側北側

十北２の北

支士道地側地

線 勝

界番界

番 庁幌笹番地番

内区士延界を

４ 管地川

ののの の

の幌長延東

の

点点点 点地地地地 地の

一に

点
北

昭部そ供 海

和をのす平 道

次関る成 告 縦

年の係。 示

北よ図年 第 覧

海う面

道には月

幹
点点点

地地地
場り道 供

路に

街覧

線縦

員選 、 士東

会挙 同 幌進

告 し管 地

示 、道 番理 番

第 １委 界基

選員 及点 の

会 びに挙号

側告 西至 南

管

番第 線線 地示 ３る

理 に 界よ委

、西に

線を
至っ号 番 に

地東西

線り

番進 番番側西２至
し ３界地２

、 及、 の延番線

番同 び字 西長界

地 西中 側線延番

の番 ２士 地に長

側及

線幌 番至線の南界

界りに南

を、至側地び

南同り地番西番 番

１

延線の の 進線、番界２

線線長進

北

南 しを同界

に、

地 幌とに線し

側 士

界 の勝り至西

番 町十至
幹、り１

線同中

東 中線同、線

を
進 士用

し 幌水並線

のにび２

、 地路び並番
西西

道 の交西にの

国 区
事点２

項を線２側

告改、９ 号

る道

第す海

所示正北日

。建 北
道部

海号設
導

部基指

設築築

建建建

３す
計第、

市法課

都準

号画 ８計 ・市 ４都 ・る
と

の
案 通の 央更 中変

の

虻湖

員 て
囲 の不 り

会

れ 側者 同ま 東在 、

告

番た 地投 地

示

を行 を域 界を 界区 番票

、しと し進こ 進北う 西
東

き 道 ３で 道 西が 、

側 、南線に長
９地 地 町進並至線番側

、至の番 番 道しびりに

、に界

側延 を 号町西同り西界

番同地長 西 線道２地、

線進 に

並線番線 し 至号

を至 、 り線番びと界に

に同 国 、に

進、 道 同至、西地北り

道り西２番

同 路、２線界し
を、 号線

線地 号

を同線

を基

番 線 次点番

番界 に のと

に 至 よし、
２西り 、

う、西、至 り
道

北改水線２、 同

に同

線同 海め路

地 路 道るを番

界 南

知。北２番番 を

事進、
、２びび し

し西及並 進

海

画６北

西線西に 、

堀

項勝

び１十

及第道

課条

経号及

町４庁

田第支

虻

町

建定幌

部規士

済のび

田温お

る備

課よに

設に

虻湖
爺

洞
字町）

町泉り

町泉
田温

四字町 八

る 笹 線

爺
洞

川病
指

の線の

２幌等

番士院

東に

番西町 線及 西道

進道 にび 進路番

至同 、し しを

、番

、東の西、号 り地

同地に界

西進東２同線

２西 西

、
２し側線

２

線 線

線番線１ ２

達

番及番中

番 び 也

の番 の西

）縦

定て

指い

域置

区え

字町
町泉

田温
虻湖

の覧 爺
洞



別敬十老

園特和新護園

養園津人

平 護川ホ

成 老町ー

十 人立ム

三 ホ特か

年 ー別お

十 ム養る

北 海

老

ホ厚森ホ社ウ厚新護

福青津人

ー町ー会ス十

さ特さ祉雲川ホ

ム立ム

ム

く生別く法の生町ー

のケ特か

ら養ら人森立
養る

園老園ア別お

の護
園人ハ園

道 公 報

町

赤特紋赤軽ハ特紋森
市立

平平 別別費ウ別別
護立特

市市 養市老ス養
い老安別 愛愛 護立人す
ーこ人養養 真真 老安ホ

園ムうホ園護 ホホ

人養

アム人

ーケー老 ーー

ホ
ムムム

第

稲別稲

社ー設特手特手

養ロ養ロ

ー設会タ手別
あ護ー護ー

タ手福ス稲
老ん老タ老タ

ス稲祉会
人人じ人ス人ス

会あ法

ー

人じ手保ゅホホ

老ん
健ロ施ムム

保ゅ稲健ー

号

）
定

福

一成会

の平社

部

法

を年祉

次
う日稲

よ９手

の月人

月
九
日

十 父
秩新２

郡
竜

雨同

火

川 町

津 別

曜 町
字

日

郡

越越

山同同山同

月
花

十 雲町雲

八森八新２

郡

川 大森ヶ大
津 町字駒町

町 新川岳新

町字
の 番花 の

４

同紋同同紋同

の地月 ４

本大本百大森

市市

別別

３町町字

町山町戸山町

丁川

丁１丁西１森

３町
２目２丁目町

目丁目１
目

稲番

同同同

施

の の３の

穂１穂１穂５

稲番稲の

条条条

地５号５５号

番

す同

正
改

にロ

２２２

１

選条
道５

海穂
北稲

。
る

の

同
を

」

２

平

の

９

」

平
地２ ２番２

、

をに

」

同

目目

丁丁丁

、

をに

」」

６

目
６

元元

平平平

９９
」 」

挙２
を、、

」にをに

」

理目
管丁
委

員
委平
会
員

長

る
よ
に
等
物
行

。刊

る

橋

同同平平

り
、同平

平平

成
年

よ
月

北

平う 海

成に

和北者北者

道

８改

敬海訓海訓

選

年正

園道練道練

挙

北す

立セ立セ

管 ン ン

海る 理

道。

体タ体タ

委

社ケー特
之

康

不ー不ー

新護

福ハン養

会アデ別

人ハ津人

法ス十老

祉ウ

提

別報

姉地情

明ー川ホ

丁供

３

道

進

目推

警

綱

番要
察

改ー定

境タ制
を

本

別地同字原同
セ、

善し

南 後野後野

同字原同

静 １ 静

村

字字 番番 線 村
地地 姉姉

姉境タ姉

大別姉番大別

別ム別改ー別

姉ー姉ー

村セ村

婦婦農善農

別ム

通通通

９同見同見
人人

丁

１２遠２

南南南

日同

２

軽目目町目

遠丁丁軽
ン

遠セ遠セ

大
町岩２岩

館町タ町タ

遠会軽ン軽

選

海町福ー福ー

北軽

員

挙

自自

会

管

由由

告

理 示

委 第

員

同同

会 号

号第

稲稲１示

手手番告

区区

稲稲

４４

穂穂号

郡
竜

同雨

会ガム

和ブー
町

別
父

秩

字

部

成

ン平

公

９
年

告月
付
日

四 け

九

同

ホホ環ン環

し
示
告

で

同同同 管同遠

挙
選働

道労祉祉

長
員町長

委軽町

理遠軽

員
委
会

長

説

丁丁演

７７人

条条個
会

目目

等

」）
定
指

の

同同設
施
の

央
中

をにの

」」

平
地
番

め
改
に

」

。
た

に

橋

、

をにを

」」」 」」 康

部

改一

削

之を、

」をに

、

の
次

。、

るを

め



刊所記

もこ概別

２４
第

がを行属様

の道道と要

察察有掲物長式

と警警

刊

るホの用載等はの

す

送情行

。ー施でしの、

等る情付報物

ム策あて

ペ

北 海

にと

３１
第

行察報う

う刊刊警情い

様物物本提。

そ。多行

他がな等等部供）

の）

る備

の道媒にに閲すを

るコこえ

資民体よよ覧

ににる

道 公 報

２
第

所相

も定ここ事に

ると
行手属当

の義のろ刊務

す綱よ物引長す

と要に
。北、北も

るにる書る

い海広海の

。お

第

こ提情

行平報る

刊１
第

行旨の供報

物成刊趣

等

等綱策供

に年物要施提

る月にはの

よ９

よ、充以 情
報日る北実下

号

道
海

北

平

警 成
平察

成本 年
十部
三告 月

年示 ９

十第

提供送

ーにと報提等

日

書

等すめ供す付

ジ関認
条れ行こに

にるらをる

もが該

る例るうと当

よ

行

報規のの有刊

情、も
、つすで物

提則にと用

て。る５

告いるあ等

供

情ーと置

料

、はと部

示

報る報報ナがき

情よ情

一

海提情提提ー有、

北

びで般

道供報供供及用

察る供方あの

警す提等

と道本と覧 本こ面る閲

閲め供 総が警部認に 部

る 部用ホ覧らす 務有察
あムーると 総でーコれ

警誌警含

て道報道を
務

の、本。

次察紙察む

、
事下鑑、

各以年部）

項、以北

掲警覧道

に道要下海

る」年察察

げ察、警警

語い、部校

用と報本学

提情海を

推提情る行

供報道図刊

要推公め等

進供報た物

を要条刊よ

綱進開、に

の物情

次綱例行る
他供

う成の提

よ平そ報

に
定年の」

月
九－ 日

号
２

火

曜

日

らえ

令道め添

訓、認を

公ホる、

の察れて

等警

物本

書ム行察

文ー刊警

っジを総

あー等部

でペ

し長

、に成課

て等作務

ペナ刊と

報のたに

情そ

物に 長とーー行も 課る
認ジ
め等以そ、

活他の 下たを下のそ 以
資
料用閲の写

コ料の 察
をし覧資し 警
う情ー交 本
いた

ー下の 総
。報ナ以付 部

供」申 務

提

のう月」の

をと刊出 課

義）、い長

意。報と部

、作係。び

はが関う及

れし規及長

そ成法）課

れ事、方び

ぞた類び並

該概説本警

当業解面に

事書等の署

各要書部察

い

め北資と

項、を課長

。

平海道にう

、北海料

警例る）

成道条よ
報つ

年察第情に

本

１長）提て

月部号のい
や必

日第供、

か山

事

施田に様な

ら条多要

部
本
察

警
道

海
北

行規な

文き付

提全と送

田
山

長

４

るは、る

す又はす

供
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